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令和３年度 苫小牧市立苫小牧西小学校学校経営グランドデザイン 

 

苫小牧市教育大綱 基本理念 
「未来の社会をつくるひとづくり」 

 
 学 校 教 育 目 標 

・剛 く  ひとりだちの心（自立） 
・正しく  めあてに向かう心（努力） 
・優しく  思いやる心（実践） 

 
児童の実態 

言われたことは素直に取り組むが、
自分で考えたり、落ち着いて行動し
たりできることが課題である 

 

 

 

光洋中学校区の目指す子ども像 
・確かな学力の定着を図る子ども 
・規範意識をもった学校生活を送る子 
ども 

・豊かな人間性を持った子ども 

 
 
 
 
 
 
 

学  校  課  題 
「自立する力と協働する力の育成」 

 

 

 

保護者の願い 
・生命を大切にする子ども 
・差別や偏見がなく、公正・公平で正
義感のある子ども 

・良いと思うことは勇気をもって行 
う子ども 

・誰にでも温かい心で接する子ども 
・粘り強くやり遂げる子ども 

 

目 指 す 学 校 像 
・新しい時代を見据えた創造的な教育活動を実践する学校 

目 指 す 教 師 像 
・より良い指導法を求めて変わることを恐れない教師 

目 指 す 子 ど も 像 
・新しいことにも積極的に挑戦し続ける子ども 

 

 

  

 

【家庭・地域との連携の強化】 
〇グランドデザインに係わる周知と理解 
〇学校経営を支える家庭の取組の周知と理 

解 
 ・「早ね早起き朝ごはん・笑顔で挨拶」 
 ・学校と連携した家庭学習の推進 
・学校と連携した家庭での生活指導の充実 

〇長・中・短期の学校、学年、学級経営にお

ける具体的な指導計画や成果・課題につい

ての保護者との双方向的発信機会の拡充 
〇地域の人的・物的資源を活かした学習活 

動の充実 
〇関係機関や学校評議員会、学校関係者評 

価会議などとの連携強化 

【経 営 の 視 点】 
１ 信頼と協働に根ざした学校 
２ 能力や個性の伸長を図る教育 
３ 地域とともに子どもを守り育てる学校 
４ 信頼される学校 
５ 長時間労働の改善に努める学校 
 

【指 導 の 視 点】 
１ 基礎・基本の確実な習得と主体的・意欲  

的に学ぶ力を育む教育 
２ 豊かな心を培い、社会性を育む教育 
３ 心身を鍛え、自主的・自立的な態度を育  

む教育 
４ 表現力を高める創意ある教育活動 
５ 一人一人の教育的ニーズに応える教育 

【学校力・教師力の強化】 
〇児童の実態把握に基づいた課題や指導方 

針の共通理解と同一歩調による意図的・ 

計画的な指導の実践 
〇学力・体力等の諸調査を活用した現状分 

析による教育課程の編成・実施と適正な 

管理、及び評価・改善 
〇校内研修による授業力の向上と西小授業 
スタンダードの確立 

〇幼・小・中の連携の強化 
〇特別支援教育と通常教育における双方向 

の学び合い（人事交流を含め） 
〇学習環境の整備と充実 
〇学級経営交流の機会拡充 
〇効率的な学級事務処理の推進 

  

 

 

 

 

実 態 把 握 （学校評価アンケート結果 ※A＋B 回答の割合） 
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学習への意識の高まりとも考えられる 
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意識の高さをよりよいあいさつへとつなげたい 

 

早起きに対する共通認識をもたせる必要がある 

児童・保護者とも評価が上昇している 

児童の意識に高まりが見られる 早寝に対する共通認識をもたせる必要がある 

具体的な時間など共通認識をもたせる必要がある 保護者の評価が低い理由を分析する必要がある 

児童の評価が下がった理由を分析する必要がある 
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◆ 今 年 度 の 重 点 取 組 事 項 ◆ 

目指す目標に向かって、自ら学び、考え、行動する力を育てる取組【自立】 

《授業改善の推進》 

・市共通取組事項の推進 

・西小スタンダードの定着 

・学習のきまりの指導と徹底 

・授業実践と研究協議を中核とした研修 

・研修講座や各種研究会への参加 

《家庭学習習慣の定着》 

・家庭学習時間や内容の適切な把握 

・「家庭学習の手引き」の改訂 

・質や量の統一化と持続可能な家庭学習 

・取り組ませ方の工夫と習慣化の徹底 

・保護者向け啓蒙資料の配付 

《基本的な生活習慣の定着》 

・生活リズム改善週間の実施 

・調査を活用した保護者への啓蒙 

・発達段階に応じたメディア利用時間短

縮の取組  

《運動習慣の定着》 

・新体力テストの全学年実施及び結果分 

析、体力手帳の活用 

・全校一斉の取組を通した意識付け 

・各種体育的行事の取組の充実と改善 

◇「学校の勉強はよくわかる」（児童） 

 →Ａ、Ｂの割合が９０％以上 

◇「学力向上の方策を工夫し効果を上 

げている」（保護者） 

 →Ａ、Ｂの割合が９０％以上 

 

◇「学年×１０分＋１０分以上、家庭学 

習をしている」（児童） 

 →Ａ、Ｂの割合が８０％以上 

◇「学年×１０分＋１０分以上、家庭学 

習をしている」（保護者） 

  →Ａ、Ｂの割合が５５％以上 

 

◇「「早寝」「早起き」「朝ご飯」ができている」（児童） 

 →Ａ、Ｂの割合が早寝８５％以上、早起き９０％以上、朝ご飯９５％以上 

◇「テレビ、ゲームの時間を決めている」 （児童）

→Ａ、Ｂの割合が７５％以上 

◇「「早寝」「早起き」「朝ご飯」ができている」（保護者） 

 →Ａ、Ｂの割合が早寝６５％以上、早起き７５％以上、朝ご飯９５％以上 

◇「テレビ、ゲームの時間を決めてやっている」（保護者） 

 →Ａ、Ｂの割合が６０％以上 

◇「体育の授業以外で、体を動かしたり、運

動したりしている（１日１時間以上）」（児

童） 

→Ａ、Ｂの割合が８０％以上 

◇「子どもは学校の体育以外で１日１時 

間以上運動している」（保護者） 

 →Ａ、Ｂの割合が６５％以上 

 

仲間の言動や態度、気持ちを尊重し、理解する力を育てる取組【協働】 

《道徳教育の充実》 

・年１回以上の地域への授業公開 

・指導資料と評価資料の蓄積 

・全教育活動を通しての道徳的判断力 

や実践力の育成 

《あいさつや規範意識の定着》 

・児童会を中心としたあいさつ運動 

・礼儀を身に付けさせる指導の充実 

・問題行動の未然防止と規範意識の醸成 

・家庭と連携した指導の推進 

《いじめ・不登校への対応》 

・個々に居場所と役割をつくる学級経営 

・ＳＳＷや関係機関、保護者との連携 

・早期発見、早期対応の体制の構築 

《インクルーシブ教育の推進》 
・交流学習や共同学習の充実と取組の保護

者周知 
・障がい理解教育の推進 
・全校的な支援体制の構築 

◇「思いやりの心や優しさについて、 話

しをしてくれる」（児童） 

 →Ａ、Ｂの割合が９５％以上 

◇「思いやりや社会性を高める心の教 

育に努めている」（保護者） 

 →Ａ、Ｂの割合が９０％以上 

◇「挨拶やきまりを守ることの大切さを教えてくれる」（児童） 

 →Ａ、Ｂの割合が９５％以上 

◇「元気よく、あいさつをしている」（児童）

→Ａ、Ｂの割合が９５％以上 

◇「集団生活のルールを守る意識や自主性を育んでいる」（保護者） 

 →Ａ、Ｂの割合が９５％以上 

◇「子どもたちは挨拶ができる」（保護者） 

→Ａ、Ｂの割合が８０％以上 

◇「学校で、遊んだり、勉強したりする こ

とは、楽しい」（児童） 

 →Ａ、Ｂの割合が９０％以上 

 

 

◇「他の学年や学級と交流するにのは大 

切なことだ」（児童） 
 →Ａ、Ｂの割合が９５％以上 
◇「通常学級と特別支援学級の交流を積 

極的に進めている」（保護者） 
 →Ａ、Ｂの割合が９５％以上 

 

 

◆  重 点 取 組 事 項 に 対 す る 具 体 的 な 方 策 ◆ 

重 

点 

目指す目標に向かって、自ら学び、考え、行動する力を育てる取組【自立】 仲間の言動や態度、気持ちを尊重し、理解する力を育てる取組【協働】 

授業改善の推進 家庭学習習慣の定着 基本的な生活習慣の定着 運動習慣の定着 道徳教育の充実 あいさつや規範意識の定着 いじめ・不登校への対応 インクルーシブ教育の推進 

４

月 

つまずきチェックテスト 

チャレンジテスト 

市統一学力調査  

家庭学習の手引き配布 

保護者向け啓蒙資料配付 

宿題・自主学習の実施     

 全員遊び(中休み) 

中休み・昼休みの遊び奨励 

授業実践の蓄積 あいさつ運動 ＳＳＷ学校訪問 給食交流・教科交流 

休み時間交流     

５

月 

全国学力・学習状況調査 

授業研究の推進 

 生活リズム改善週間 

生活リズムアンケート 

全員遊び(中休み)   いじめアンケート

いじめ防止対策委員会 

校内支援委員会 

６

月 

  生活リズム改善週間 新体力テスト 

長なわとび 

    

7 

月 

チャレンジテスト 

つまずきチェックテスト 

家庭学習状況チェック 生活リズム改善週間 ドッジボール 

 

 夏休みの生活指導 いじめ問題子どもサミット 校内支援委員会 

8 

月 

チャレンジテスト 

つまずきチェックテス 

 げんき調べ ドッジボール     

9

月 

  生活リズム改善週間 ドッジボール 

長なわとび 

地域授業公開 薬物乱用防止教室(6 年) 子ども支援ツール「ほっと」 

 

体づくり交流 

10 

月 

  生活リズム改善週間 長なわとび   いじめアンケート

いじめ防止対策委員会 

遊び交流 

11

月 

（校内研究会） 家庭学習状況チェック 生活リズム改善週間 なわとび発表会

長なわとび 

全員遊び(中休み) 

  いじめサミット交流会 もちつき会 

体づくり交流 

12

月 

チャレンジテスト 

つまずきチェックテスト 

 生活リズム改善週間 全員遊び(中休み)  人権教室（４年） 

冬休みの生活指導 

 クリスマス会 

校内支援委員会 

１ 

月 

チャレンジテスト 

つまずきチェックテス 

 げんき調べ      

２ 

月 

 家庭学習状況チェック 生活リズム改善週間     豆まき交流会 

３

月 

チャレンジテスト 

つまずきチェックテスト 

    春休みの生活指導  校内支援委員会 

 

 


